
 

 

 

がんと告げられて 

 乳がんと告げられてショックを受けたり不安になることは、誰に

とっても当然のことです。下図はがんとわかってからの一般的な心

の変化をあらわしたものです。 

 多くの方は、今はまだ、色々と考えることは難しい状況だと考え

られます。 

 しかし、治療を始める前の今、知識を得たり自分なりに考えたり

しておくことで、がんとの闘いが終わった後の自分の幸せに役立つ

ことがあります。 

医療ス ッフと一緒に考えていきましょう 

 がん治療の生活への影響 

 

1. 仕事のこと 

 これから治療が開始するにあたって、今の仕事をどうしたら良い

のか分からず不安という方や、誰に何を聞いて判断したら良いのか

分からず困っているという方もいらっしゃいます。そんなときはま

ず・・・ 

1）主治医に今後のおおよその治療の流れについて確認 

２）職場の就労規則や福祉厚生制度を確認 

  （人事・総務担当に聞いてみるのも良い方法です） 

 

 

 

 
 
 

 

 

 すぐに仕事を辞めなくてはいけないわけではありません。 

将来的な働き方・生活も含め、今自分がどの選択をするとベストな

のかを焦らず考えていくことが大切です。 

定期的な通院や手術が必

要になりました。休職や

欠勤について、利用で

きる制度があったら教

えてください。 

受診の頻度やかかる時
間、決まっている予定
について教えてくだ

さい。 

2. 身体のこと 

 抗がん剤やホルモン療法、放射線療法などの副作用として、心身

の不調が現れたりすることがあります。調子が悪いときは、焦ら

ず、ゆっくり、無理をせず、日常としての毎日を過ごすことが大切

です。  

 

3. 外見のこと 

 乳房手術では、自分の身体のイメージが変わってしまうことに苦

痛を覚えたり、喪失感を感じる方も少なくありません。本来あるべ

きものがなくなってしまう、変わってしまう、ということをつらく

感じのは当然のことです。 

 手術の形式について自分はどのような選択肢があるのか、また、

乳房再建術についてなど、気になっていることは乳がんの主治医に

確認していくようにしましょう。 

 

4. 妊孕性
にんようせい

のこと 

 がんが見つかり、手術・抗がん剤・放射線療法などの治療の進歩

や診断技術の進歩により、以前よりもがんを克服することができる

ようになってきました。 

 しかし、若年女性の患者さんは、治療の影響で卵子の数が減少

し、通常よりも早く閉経することや、赤ちゃんを授かれない状況に

なることがあります。 

 

＊妊孕性
にんようせい

とは、妊娠する力や妊娠のしやすさのことです。 
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① 卵子は新たにその数は増えないという事実 

 あなたがお母さんのお腹にいたころ（胎児のころ）に、あなた

の一生分の卵子は作られます。 

 そして、生まれたあと、歳を重ねるごとに徐々に卵子の数が減

り、35歳ごろには、生まれたときに存在した数の約1/10に減少

します。つまり、卵子の数は生まれたあと、増えることはありま

せん。 

 具体的には、35歳を過ぎたころには、卵子の質も低下する（＝

卵子が老化する）ため、妊娠しづらく、40歳を超えるにつれて、

流産しやすくなります。 

 30歳 自然妊娠率 25% 

 40歳 自然妊娠率 5% と言われています。  

 

 ② 抗がん剤治療を受けると、生理が止まる？！ 

 卵巣では、抗がん剤の細胞に対する メージは永続的です。治療
によって卵巣内の卵子の数が減り、女性ホルモンが分泌できなくな
る場合があります。その結果として生理が止まり（＝無月経）、生
理がある状態でも排卵がない（＝無排卵症）などが認められます
（＝化学療法誘発性無月経）。 

 乳がんの患者さんに対する抗がん剤治療では、年齢によっても異
なりますが、1回の抗がん剤治療で、約1.5年の卵子の数の減少を招
くとも言われています。 

 

③ 生理が止まる（＝化学療法誘発性無月経）リスク 

 ①年齢、②抗がん剤の種類、③抗がん剤の使用量が関係すると考
えられています。 

 化学療法誘発性無月経のリスクは人それぞれで異なります。 

 

★あなたはどれくらいのリスクがあるのか、乳がんの主治医に確認
しましょう★ 

 

④ 妊孕性温存って？ 

 乳がんに対する治療により卵子の数が減少する可能性のある患者
さんに、将来子どもを授かることができる可能性を残すことです。 

 温存の方法は3つあります。それぞれメリットデメリットがあり
ます。 

 産婦人科・生殖医療の医師を受診し、ご自分の身体や状況に合わ
せてどのような選択が可能か相談することになります。 

● 卵子凍結：抗がん剤治療前に自分の卵子を体外に取り出し
て凍結すること 

● 卵巣組織凍結：健康な卵巣を体外に取り出して小さな切片
にして凍結すること 

● 胚（受精卵）凍結：抗がん剤治療前に自分の卵子を体外に
取り出して夫の精子と受精させて凍結すること 

いずれもがん治療が終わり、乳がんの主治医の妊娠許可がおりたら
体内に移植して妊娠をめざすことになります。 

⑤ がん治療の中での妊孕性温存の イミング 

 妊孕性の温存については、限られた期間内に意思決定する必要

があります。下図は妊孕性温存が可能な時期を表したものです。 

治療の影響で卵子の数が減少する前に、できるだけ早く、妊孕性

温存を行うかどうか、意思決定することが望まれます。 

産婦人科・生殖医療を受診したい、妊孕性温存について 

聞きたいときは、まず、乳がんの主治医に相談してみましょう 

平成29年厚生労働省科学研究費補助金（がん対策推進総合研究事業） 

「小児・AYA世代がん患者のサバイバーシップ向上を志向した 

妊孕性温存に関する心理支援体制の均てん化に向けた臨床研究」 

研究代表者 鈴木直（聖マリアンナ医科大学産婦人科学） 

 

  

 

専門の心理士がお話しをさせて

いただきます（無料の臨床試験

です）。 

     ご関心をお持ちの 

     かたは、ぜひご参加 

     ください。 

当院のお問い合わせ先 
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RESPECT 第1回
実施日 年 月 日
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RESPECT 第2回
実施日 年 月 日
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